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研究成果の概要 

計測部分では、前年度で測定を行った CEA腫瘍マーカータンパク質に加えて乳がんのマーカ

ータンパク質の１つである CA15-3のナノポア通過データ取得を達成しました。次に生体サンプル

のひとつであるヒト唾液に対して、遠心操作によって大きい分子の煩雑物を除去した後、ナノポア

測定を行い、各分子のシグナルを取得することができました。ここからポアのサイズ、イオン強度、

及び印加電圧値についての最適化を行いました。さらにヌクレオソーム測定データから分子動力

学シミュレーションを行い、ナノポア通過による DNAの巻き戻し過程を再現し、カノニカルヌクレオ

ソームに対して H2A.Bバリアントヌクレオソームは DNAの巻き戻しが低い外力で達成され、さらに

H2A.Bダイマーが解離する過程を含む分子モデルを構築することができ、この成果は現在論文審

査中です。これらの知見は生体内における遺伝子発現の転写過程を理解するうえで重要です。 

さらに計測系の構築を多チャンネル化させるために独自の信号増幅回路や印加電圧装置を含

む測定ボード、電源ボードを構築し、16チャンネル化測定に向けて開発を進めました。 

解析部分においては、CEA腫瘍マーカー単独とその DNAアプタマーとの CEA-アプタマー複

合体の 2種類を判別するアークテクチャを 1Dニューラルネットワークにより構成しました。従来の

遮蔽電流値と滞留時間のみの特徴量では、２つの識別は困難であるのに対し、本手法を用いるこ

とで、ROC曲線における AUC値で最大 0.93を達成し、2種類を高効率に識別することができまし

た。今後はアプタマーを用いずに CEA と CA15-3を識別することが可能かどうかについて検証を

進める予定です。 

 


